
こんにちわ！

2006.09.08

日本はきれいですね！！
これは日本語で投稿されたものです

顔 瀟逸さんの日記
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私がこの日記を書き始める前に、ほんのちょっとだけ愚痴をこぼさせてください。楊彦斐さん！！！あなたはまったくもって５０kgのカタツムリのようだよ！！！45分だ
よ！！！！！それだけかかってるのに、200文字も打ててない！！！こっちが焦って気を失いそうだよ~~~実は彼女のタイプのスピードが遅いのではない。むしろ５文字打っ
て３文字消すものだから遅いのだ。この生粋の江南娘が持つ恐ろしいほどの根気と粘り強さは、北方生まれ北方育ちの私には、いつの日も輝かしい目標であろう。
まぁ、私の
愛すべきルームメイトのことで時間を浪費するのは止めよう。日本に来てからの感想でも話すことにしよう。
どんなふうに言ったらいいかな。今回の日本の旅は、私の日本に
対する印象をことごとく変えてくれた。日本。この二個の箱に似たような文字は、さなぎから抜け出した蝶のごとく二次元の紙面を飛び出し、私の目の前で美しく不思議な羽を
ゆっくりと広げ始めた。東京に着いたばかりのときは、ただただ日本の発展ぶりと行き届いた暖かいサービスに驚くばかりだった。例えば、私が重いトランクを引いて東京のホ
テルに入ったときのこと。ふと床に視線を落としたたとたん、私はまるで紅楼夢の「劉姥姥進大観園」に出てくるお上りの劉ばあさんになったような気分に陥ってしまった。何
か、ハイテク技術があったわけではない。ホテルのフロントまで一直線に点字ブロックが続いていたのだ。今回、三十数名が来日したが、そのほとんどが中国の都市部出身だろ
う。その中で誰が胸を張って、私の故郷でもこんな風にバリアフリーがされてると言えるだろうか？たぶん少ないと思う、どうだろう？細かいことをもうひとつ。あまり上品な
話じゃないかもしれないが、東京で行った数箇所のトイレには、温水洗浄便座のボタンの横に必ず点字表示がついていた。長い時間、その感嘆が胸を離れなかった。これが日本
人の細やかさなのかもしれない。この小さな発見から日本人のぬくもりを感じた。来日前、ある先生が私たちに一生懸命手話を教えてくれたことを思い出した。今、その先生の
意図がやっと分かった。
それから、学校の教頭先生につれられ、東京を離れ、一路香川に向かった。あの時の感覚といえば、まるで心の中にある最後の希望と温もりを奪われ
ているかのようだった。家を離れ、父と母からも離れた。さらに今、私の大好きな友達たちも私から離れて行こうとしている。自然と流れ落ちる涙を止められず、これから一年
間お世話になるであろう教頭先生と笑顔で対面することなど、とてもできなかった。振り返ってみれば、あのとき私はじっと我慢するべきだったと思う。あの懐の深い先生は、
その日初対面の女の子の冷遇をどう感じたのだろうか。彼が何かを言ってくれたのか、してくれたのか、記憶にない。ただ覚えているのは、彼が私の心をほぐしてくれたこと
だ。そして、私は飛行機の外の雲に気づくようになり、これから訪れる学校に思いを馳せるようになり、だんだんと笑顔になることができた。奪われた希望と温もりを取り戻せ
た。
こうして、私の新しい学校生活が始まった。それは、本当の意味で普通の日本人とのふれあいの始まりでもあった。毎日、とてもたくさんの思いもよらないことが起き
る。例えば女の子たちが濃い化粧をすること。例えば、生徒たちが担任の授業中に眠りこくっていること。それにもかかわらず、保険の授業ではまじめにノートを取っている。
例えば、ここの人は飲み物を持参せず、自動販売機から飲み物を買う。例えば、ここの女子寮では、それぞれの個性が溢れんばかりに、部屋が飾られていること。ひとつひとつ
の小さな寮部屋が、見たこともないほどに可愛く装飾されている。例えば、制服のスカートは驚くほど短いこと。それを先生たちは見ても何も言わないのだが、リボンをつけて
いないと注意をする。全部が全部、中国の高校とは違う。しかし、同じところもある。毎日授業があり、テストがあり、時々インターネットをし、火曜日と金曜日にはゴルフを
やる。のどかな日々だ。中国にいたときのような、プレッシャーや緊張はない。気楽なのか、空虚なのかよく分からない。
この小さな町は、おそらくもともと大都市のにおい
がないのだろう。道にそって並ぶ一戸建て。お団子の形に整えられた松の木。真っ青な空にうっすらと線を引く白い雲。時々目の前に広がる水田と向日葵。簡単に言うと、それ
らがこの町を作ってる。いたって普通の田舎生活。高層ビルの隔たりがない分、人と人の心の距離がぐっと近くなる。おばあちゃんたちは、周りの人の生活に気を配っている。
先生たちはいつも親切に手伝ってくれる。純朴な子供たちは楽しげな声とともに騒がしく遊んでいる。生活がシンプルになった。余計なものが削ぎ落とされた。日々の生活がゆ
ったりとしている。感じる心さえ持てば、生活が味わい深いものになったことを発見できるだろう。
初めて家からこんなに長く、遠く離れた。本当に慣れない。私は人よりホ
ームシックにかかりやすいのかもしれない。ただ今まで気づかなかっただけだ。ずっと機会さえあれば、遠くに行きたいと思っていた。翼があれば、小さな巣の中に留まらずに
済むと思っていた。自由自在に、縛られずに空を飛べると思っていた。しかし、今、自分が間違っていたことに気づいた。私の心の容積はとても小さく、家というものに、その
ほとんどを占められている。まったくもって思っていたほどの強靭さはない。軽い糸のようなの恋しさが心に漂ったら、もう耐えられない。いつも楊さんと周くんに笑われてし
まうのだが、時々ホームシックで泣き虫になってしまう。だけど、どうしようもない。涙は私の言うことを決して聞いたりはしないのだから。家の人がみんな私のことを気にか
けていることを知っている。毎回、家に電話するときにお母さんが声を詰まらせる。いつも残業で忙しいお父さんが私からの電話のために、家と会社を往復している。人はいつ
でも想像した自分よりも弱い。今回、それを確信した。
本当は、喜ぶべきだと思う。ここの人は私達に本当によくしてくれるから。会長先生はいつもプライベートで私達を連
れて遊びやいろんな活動に連れて行ってくれる。家で着物を着せてくれたりもした。更に、いつもおいしいものを持ってきてくれては、気分転換させてくれる。校長先生は学校
の誇りと見なしてくれて、色々なところの訪問に連れて行ってくれる。ゴルフのコーチは瀬戸大橋を見に連れて行ってくれ、中華料理をご馳走してくれた。そして、ゴルフグロ
ーブまでプレゼントしてくれた。寮監督は、私たちを自分の娘のように思ってくれ、たくさんのアドバイスをくれる。熱心な先生がまだいる。私たちのために、ほっとするくま
のプーさんのカーテンや象のティッシュカバー、洗剤やハンガーやスリッパの生活必需品を準備してくれた。私たちは全ての生活費需品を心配しなくてよかった。私たち三人は
とても満足しているし、とても感謝している。ただその気持ちをどう表現していいのか分からない。「ありがとう」という一言で終わらせられない。真心には真心で返すしかな
いということだろうか。彼らの存在のおかげで、私たちは本当の日本人の姿を見ることができた。彼らは言われているほど、慌しさの中で生きているわけではない。彼らは本当
に生活を楽しんでいるし、長い時間をかけて自分の部屋を飾り、自分の好きなことをしている。それに、彼らは思っているほど冷淡でもない。よく暖かな笑みを浮かべる。彼ら
は本にあるほど、真面目一徹というわけでもない。彼らも私たちと同じように、あれやこれやと小さなミスを犯す。そして、彼らは中国に対して強い興味があるようで、中国語
をワンフレーズ覚えるとしばらくの間ずっと興奮していた。彼らもチンジャオロースー、マーボー豆腐が好きだ。それを聞くと、親近感が沸いてくる。
私の近況をたくさん話
したけど、みんなはどう？とても気になる！自分で自分の面倒が見れない人たち、ちゃんと気を配るんだよ。お姉さんはとても心配だよ！速くあなたたちからの近況報告してち
ょうだい！！！！
もうすぐ中秋節だね。みんなは離れても心は一緒だから！！！！みんなそれぞれお大事に～
9月のある日
（訳文）
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2006.10.26

申し訳ないです。こんなに長い間、日記を書いてなくて。自分でもともとだらける悪い習慣があって、ここに来てから人からやかましく言われないので、それの習慣が更に深刻
になった。最近特に何もない。中間テストが忙しくして、一週間奮闘した。成績が発表された。何とか自分の納得できる成績だった。数学Bと化学Ⅰ、国語と表現は80点くらい
で、私の想像したのに比べてずっとよかった。でも古典はちょっと痛い結果~~~えへへ。
今、寮の中でインターネットが使えるようになった。自分の部屋ではないけど、それ
でも前よりはずっと便利になった。私はお父さんとお母さんのビデオチャットした。ニ人は私を見て嬉しくてたまらないようだ。せつなくなった。楊彦斐のパソコンが突然、イ
ンターネットができなくなったから、彼女は落ち込んでいる。パソコンに詳しい方、手伝ってあげて！
時間が長くなると、来たばかりの時の興奮がゆっくりと薄らいで来る。
心を静めてこの一年を振り返ってみると、自分はなんと挑戦に満ちた道を選んだものかと思う。ここには先生のお説教がなくて、テストのプレッシャーもなくて、細かい時間割
りもなくて、すべて自由に見える。たくさんの誘惑がある。でもね、中国にいるクラスメートのことを考えてみると、高二はどうしても忙しく、緊張した生活なのだろう。もし
私がここで何もしなかったら、帰った後はどうなってしまうのだろうか？私は、すぐやってくる推薦入試に何で勝負したらいいのだろう。このことを思うと、心の中が突然、冷
たい氷に滑り込んだかのような気持ちになる。焦ってくる。さらに独学するには限界があるし、手元にある資料も少ないし、必要以上に焦ってしまう。幸い、今はインターネッ
トが使えるから、資料のたぐいを探すのは前に比べて便利になった。中国の友達や先生と連絡できるか、まだわからない。遅れた分をできるだけ早く取り返せることを願ってい
る。
そうだ。どうしてみんな私の電話が通じないと言うの？おかしい。そんなこと有り得ないよ。もういい。どのみち今インターネットが便利だから、用事がある時は私にメ
ールを出して。xiaoyi●●●●@hotmail.com
（訳文）
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感動したああ！！！！！！！！！！！！！！私達の学校が香川県サッカー全国選手権大会で優勝した！！！これが何を意味するか知ってますか？？私達の学校は東京の全国大会
に参加することができる！！！今年の冬休みに感動的な試合観戦をできるかもしれない。本当に楽しみ~~さらに、校長が言うには、私達3人の留学生は応援団と一緒に東京に
ついていかせるというのだ。そうすれば冬休みは東京で過ごせるかもしれない。
今日の試合のことを言いたくてしかない。もしも嵐の後の晴天を体験したことがないとした
ら、あの日私はこの身で体験した。出発のときには、空からは細い雨が降り始め、空を仰ぎ見ると、大きなかたまりになった黒い雲が遠くの空に漂っていた。私達の気持ちをあ
ざ笑っているかのようだ。試合はこういうの重苦しい雰囲気の中で始まった。天気の影響を受けたのだろうか。試合は淡々と進み、双方とも選手権を目指して来たのだが、実力
が同じような相手との試合で、誰も軽軽しく動き出すことができなかった。30分のにらみ合いの後、私は思わず心の中で祈ってしまった。もしこの時に一点入れば、リードを
もって後半戦に入ることができるはずだ。そして試合に意識を戻したとき、私達のチームの小柄なフォワードは相手のペナルティエリアの近くいることに気づいた。相手チーム
の3人のバックが彼を囲んだ。本当に彼に成り代わったかのように汗を握った。今度の攻撃もまた跳ね返させるだろうと、少し諦めたとき、彼は粘り強く、一瞬足を止めた後、
意外にもダイレクト・シュートを選んだ。突然のシュートに、相手のゴールキーパーもびっくりしたようで、彼がやっと反応してボールに飛びかかった時には、ときすでに遅
し。ボールが彼の指先を通ってゴールしたとき、狂ったような激しい歓声が沸き起こった。同じように私達の応援団でに歓喜の声が爆発した！私たち側の席の人はみんな気が狂
ってしまったようだ！不思議なことに私が想像したとおりになった。私達は一点リードで後半戦に入った。しかし神様は楽しくなかったようで、大雨が降ってきたのだ。レーン
コートの準備は事前にしてあったが、それでも雨が大きすぎたために、氷のように冷たい雨が私の顔で打ち付けた。眼鏡は一瞬のうちに見えなくなってしまった。相手のホーム
グラウンドだから、神様さえも彼らの味方になってしまったと周りの人と冗談を言い合った。しかしそれでも、私達の情熱は大雨に消されることなく、彼らのために最大限の応
援をした。おそらく場内の選手もそれを感じたかもしれない。後半は始まってから20分経った頃、さらにもう一度相手を攻め落としました。2対0。みんなほっとした。間違い
なく今回の試合は勝てると感じた。いい気になると負けるといわれるけれど、やはりその通りになってしまった。ほっと胸をなでおろした瞬間、相手がそこに漬け込んできた。
2対1にスコアを書き変えられた。みんな少し焦ってきた。やっとリードしたのにもかかわらず、追いつかれるのかと心配になった。選手も焦りから何度もミスがでてしまっ
た。残り時間10分になったとき、私たちのクラスメートは2枚目のイエローカードをもらい、反則退場を命じられてしまった。そのため、相手はペナルティキックのチャンスを
得た。本当に嫌な気持ちが心の中に広がった。心が一緒になったかのように、ゴールキーパーのために祈りつづけた。会場全体が静まり返った。邪魔をしないようにと、雨さえ
も小ぶりになった。ボールを蹴った音が響きわたったと同時に、私達のゴールキーパーも正しい判断をした。ゴールの右の角に向って飛び込んだ。そして、体が地面に着くその
時に、ボールをしっかりと抱き込んだ。私達全員が大きな感動に包まれた。それからすぐにやってきたのは、会場が割れんばかりの歓声で、そばにあった太鼓が雷が鳴るのよう
に叩かれて、振動が全身に伝わって太鼓の音と一緒に体が動いた。
　それから数分、相手チームはずっとフルコート・プレスの攻勢を見せ、ひっきりなし攻撃してきた。しか
し私達のメンバーはゴールキーパーからの影響を受けて、落ち着き払い、しっかりと守りきり、彼らにどんなチャンスも与えなかった。
遠くからざわつきが伝わってきた、私
は知っていた。私達は勝ったのだ。空を見てみるといつのまにか、大雨はとっくにやんで、真っ黒な雨雲も私達の頭上から離れていた。私たちに微笑んでいるかのように、太陽
が姿をあらわしていた。暖かい太陽の光を受けながら、氷のように凍えていた両手もだんだんと心の中のように温まった。
“太陽の光はいつも雨の後。虹が現れることを信じて
います”，空にかかる虹は見えなかったけれど、心の中で勝利の虹がかかったと信じています。それはきっと本物の虹よりも美しくくまばゆいはずだ！
（訳文）

顔 瀟逸さんの日記
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2006.11.19

学園祭に関しての多くの日記見た。でも、私より不思議なことを体験した人はいないと思う。
11月17日に二日間限定の学園祭が始まった。1ヶ月ほど前から私たちの話題を独
占していた。考えてみると感動的だ。学校は60年の創立記念だから、もうすでににぎやかだ！周りのクラスメイト達は熱気あふれる準備作業のおかげで、私達の今回の学園祭
への想像と期待を膨らませた。
11月16日の夜が来たとき、私も興奮しててんやわんやしていた。少しも自分のお腹の出している警告を気にかけていなかった。早々に顔を洗っ
て寝たが、どうやっても寝つけなかった。そして夜中に何度も目がさめた。これらすべてはあまりに私が興奮した結果だ。11月17日、私が日夜待ちつづけていた日が来たと
き、思い描いていたのとは違い、一番に学校へと登校した。原因はとても簡単だった。私が病気になっからだ！！！なんてタイミング悪い病気なの！！！！私はもがきながらも
起き上がって、朝ご飯を食べに行ってみたが、食べたものをきれいさっぱり吐き出してしまった。頭が重くて、足元がふらつき、ふらりふらりと千鳥足になってしまい、廊下が
細い橋になったように感じた。そこでようやく着た制服でさえ脱がずに、布団の中へもぐりこんだ。楊彦斐は私の青白い唇を見て、すぐにクラス担任の先生にそのことを伝え
た。私はもう何もできなかった。ひどい眠さを受け入れるしかなかった。一回目に目が覚めたとき、下の階にいた寮の先生が見に来てくれ、体温計を届けてくれて、体温を測ら
せてくれた。二回目に目がさめ時は、学校の保健室の先生が、心配しないように言ってくれた。学校の中で多くの人がこういうおかしな症状を出しているようで、おそらく一種
の胃腸性のインフルエンザだと思われる。さらに私に彼女と一緒に学校の保健室に行った。そこには、すでにたくさんの私と同じ症状の人が寝ているそうだ。クラス担任も急い
で駆けつけてきてくれ、私に病院に行くかどうか考えてくれていた。私が行くと決めてから、彼女は私に先に保健室の先生と学校に行って彼女を待ち、彼女の用意が整ってか
ら、病院に連れて行ってくれた。私が保健室のほかほか暖かいベッドで寝ているとき、睡魔を我慢できずに寝てしまった。先生が起こしてくれて、病院に行くときに、やっとい
くらか意識がはっきりしてきた。
父と母がどちらも医者なので、小さいときから病院の中で育った私にとって、病院に行くことは、まったくもって大事ではない。でも、日本
の病院に行くのだと思うと、心の中はやはり少し不安になってきた。もしも何も分からなかったら、医者の問題に答えられなかったら、どうしよう？やはり、こんな専門的な場
所では、普段学んだものも雀の涙であるはずだ。多くの質問はクラス担任の先生が傍で長い間解説が必要だった。最後には漢字を書く方法で、ようやく解決することができた。
この時の私は、もともと気分が悪く、それに加えて何もかも分からなかったので、心の中がうまく言い表せなくてとても辛い気持ちになった。そして中国のお父さんとお母さん
を思い出して、涙が勝手に流れ出てしまった。我慢しようとも我慢できなかった。クラス担任の先生の心配している様子を見て、また自分の弱さを責めずにはいられず、一生懸
命ほほえみを絞り出して彼女に大丈夫なことを伝えた。
ついに、半日忙しくした後、私は注射を打つことになった。しかしその時、私は自分でも一体どんな病気にかかったの
かでさえよく分からなかった。でも少し考えてみると、病名を聞いても分からないと思ったので、何も言わなかった。ベッドの上に横たわってから、また緊迫し始めた。今朝は
水を飲んでいないし、前の日も吐いたから、とっくに水分不足になっているはずだ。血管は間違いなく窪んでいるから、万が一うまく注射できなかったらどうしよう？しかし看
護婦のおねえさんのまじめな目つきと優しい笑顔を見て、安心した。そして頭を反対側にねじった。少しちくちくした痛みはすぐに消えてしまったので、急いで見てみると、も
うすでに終わった。看護婦のお姉さんに向って感謝の笑みを浮かべてから、ありがとうと言った。それから全身がリラックスした。そうしたら、また思わずホームシックになっ
て、毎回家で病気にかかった時のことを思い出した。お父さんとお母さんはいつも私を囲んで世話を焼き、その細やかさと言ったら、まるで私の全ての毛穴まで面倒見ているか
のようだった。しかし、異国にいながらも、私の周りの人は私を不安にさせることなかった。先生達は、暖かく優しく家族のように私を気遣ってくれて、思わず心温かさが染み
わたった。こんなふうに、頭の中はぐちゃぐちゃのまま、またゆっくり夢の世界へと落ちていった。目が覚めた時には、点滴はすべて終わっていた。看護婦のお姉さんはとても
やさしく私を起こしてくれ、私にコートを着させ、待合室に連れていってくれた。なんと担任の先生は外でずっと私のことを待っていたのだ！また大きな感動が押し寄せた。
全てが終わって、学校に戻ると、もうすでに午後になっていた。もう何ともないと感じていた私は、もうどうしても学園祭の誘惑を我慢できなかった。なんとかして見に行こう
と思った。思っても見ないことにいくつかの班のを見て回ったところでもうだめになった。頭がとても重く感じた。もうろうとして、また寮に帰って眠ることしかできなかっ
た。
だから、私が長い間期待した学園祭の1日目は、私が眠っている間に過ぎてしまった！！これは本当に私にとっては思ってもみなかったことだった。
でもなんとか大丈
夫。一日目は参加できなかったけど、次の日がある！18日、早くの出発して、たくさんの人と一緒に、体育館に行って出し物を見に行った。ここは堅苦しい演説はなくて、厳
格な規則もなくて、すべてすべてあるがままだ。みんな代わる代わる舞台に上がって歌を歌って、また上手くても下手でも誰かが応援していて、大きな拍手と歓声に囲まれてい
た。とても楽しい午前は、絶え間ない笑い声の中で過ぎた。昼ごろ、少し休んでからカレーを食べた。心身ともに爽快！ハッハッ~~~~それから午後の見学を残すばかりだ。
クラスメイトたちが自ら学園祭のために作った展示品を見た。手相まで見れそうなほど細かく作ってある手の模型や、私より大きいスティッチの人形や、さらに大きくしたお花
と野球の帽子があった。沖縄から“運んできた”サメもあった。本当に彼らの手先の細かさに感服した！！！もう一つの教室では、学校の各試合のビデオを流したり、記念品を飾
っていた。感動的なひとつひとつのシーンを見ていると、その時人の心を奮い立たせたせるような思いを呼び起こし、あたりにはかすかにあの時の雰囲気が流れた。さらにあの
感動的で強烈な感動が脈打っているのを感じた。去年の甲子園のビデオを目を見張るように見ていて、横で一緒に見ていた親と先生はその時の気持ちと様子を話していて、私に
も彼らの喜びと涙が伝わってきた。その教室を出る時、私の瞳は濡れ、この学校に感動した。人を感動させるに足る思い出と歴史だった。最後には商業コースのゲームに参加し
た。意外にもラッキーなことに、最後のワンラウンドで小さな景品をもらった。すごく嬉しかった：本当にいい一日だった。最後の瞬間も楽しい思い出ができた！
学園祭で一
日は過ぎた。幸せな空気が私を包んできた。とても不思議な体験だった。楽しいこと悲しいこと半分ずつの学園祭だった。日本での不思議な事について一筆書かせてもらった。
（訳文）

顔 瀟逸さんの日記



丢丢都日記五

2006.11.23

とても不幸だ。楊彦斐のパソコンが壊れた後、私のパソコンも難を逃れることはできなかった。ついに今朝に立ち上がらなくなった。。。。一面霧の中。これが今の私の感覚。
でも大丈夫。寮の石○先生が寮のパソコンを使わせてくれて、家の人と連絡をさせてくれた。そうじゃなかったら、お父さんとお母さんがどんなに焦ったことか！学校の先生は
とても親切に私を助けてくれる。心から感謝します。月曜日にパソコンを学校に持って行って、すぐに修理してくれるようだ。
そうだ。今日は勤労感謝の日で、全国は休暇を
取って、みんなは何した？私達の学校は前に学校創立記念があったから、一日代休になった。それで四連休になった。くれぐれも私たちが暇を弄んでるのではないかと心配しな
いでほしい。私達のタイムテーブルはしっかり埋められている！明日は美術館に行って、明後日は先生の家に泊まる。日曜日は遊園地にも行かなければいけない。考えるだけで
楽しい。連休が本当に楽しみ！
昨日香川県の高校生文化祭に参加した。私達3人は留学生として国際交流の取材を受けた。それに歌も一曲歌った。いっしょにアメリカ人の女の
子も取材を受けたけれど、歌は歌わなかった。最初は、こんな大事だとは思っていなくて、しっかりと準備もしていなかった。本番の一日前に行われたリハーサルでやっと、と
てもちゃんとしたイベントだと気づいた。出し物全てが素晴らしく、どんどん不安になっていった。しかしもうここまで着てしまったから、引き返すわけにも行かない。そこ
で、歯を食いしばり、大慌てで準備を始めた。明日はチャイナ・ドレスを着ることにした。どうなろうと、中国人留学生の顔に泥を塗るわけにはいかないからね！不安をいっぱ
いかかえてたまま、次の日の出演を迎えた。チャイナ・ドレスを着たことで不思議な力が働いたのだろうか？ずっと心が落ち着いた。私達が歌を歌う時、舞台の下のお客さんが
一緒に手拍子してくれた。大きな自信が生まれた。
みんなからのチャイナ・ドレスへの贊嘆の声を聞いていて、本当に楽しかった。これは私達だけでなく、私達の国に対し
て、中国文化に対する声なんだと思う！
（訳文）

顔 瀟逸さんの日記



丢丢豆日記六

2006.11.26

いつも楽しみのような時、やっと本当に何が瞬く間に過ぎる阿のようです時間ですかを体得することができます！！長い4日の休暇期間に見たところ似て、まだ私が事細かに体
得することを待っていないで、すでに指先で滑っていきました。悪くなくて、幸せな楽しみの追憶を残しました！
\∩〓の童話の類の遊園地、私達の1日目の喜びを記録しまし
た。この仙境の類の地方、デンマークの原城によって濃縮して来るのです。砦、小鎮、花園、湖......すべての隅、すべて1枚の絵で、瞬間ごとに、すべてするのが永久不変であ
ることを覚えることができます。カメラのひっきりなしに続く何回もたたきます、惜しまなくありませんて目の前のすべての画面を見逃して、贊嘆の声は更に次々と現れて、ど
のようにその好感に対して表現するべきなことを知りません。アンデルセンの彫塑を見て、心の中更にややもすると、こちらは私の少年時代に無数な幻想の童話の作家を残し
て、今静かに花園の中間で座って、かすかに頭を上げて、遠方に眺めます。ここの美しい景色に引きつけられたのかどうか？もちろん、遊園地として、それの持ったのは美しい
景色だけではなくて、更に一連の楽しむ施設があります。ジェット・コースター、進んで困難にぶつかっていって、回転する木馬、恐怖の小屋、動感の映画......私達を連れて白
井先生に行って、思いやりは私達のために通し切符を買って、気の向くままに園の中のすべての施設を遊ぶことができます。このコーラは私達の3個が壊れて、ひっきりなしに
続いたの上から下まで、似ていて小学校の時代の春のピクニックに帰りました。すべてのものに対して激情を満たして、ひっきりなしの笑い声と先をも残して叫びます。楽し
み、このようにたやすくできる包囲したこと私達。
昨日、日本に来る第1回のホムスデイ。ほんの少しの緊迫(緊張)していることがあって、更に多くのは興奮するのです。ここ
は都市の高楼の建物ではありませんて、そんなに多くありません鉄筋コンクリート、古風で質朴な木製の小さい建物にたくさんあって、青緑色の小さい庭、すこし濡れる土壌、
かわいい犬。更に私に感動させたのはここの充満する親心です。私達の白井先生、まだ彼女の夫で、中隊の95歳の高齢のおばあさんについて、私達の来ることについて、すべ
て情熱を満たしました。彼らは私達の心がこもっている用意する中華料理で、私達の生活のために行き届いている配慮を提供しました。私達は思い付いて、それとも私達は思い
付いていないで、彼らはとっくに用意が整います。もとは心配するばつが悪い事の1件はすべて発生していません。あるものただ暖かさだけに打ち解けますと。私に1種の錯覚
を生ませて、日本の先生の家の中で訪問するのではありませんようで、ある親戚の田舎の別荘で一時滞在するのです。晩ご飯の後、私達はコンピュータを囲んで、自分の郷里の
ピクチャーを探して、自分の家を紹介します。先生も私達の都市に対して濃厚な興味があって、私達を愉快にやまなくならせる。
最後に一日、私のずっと待ち望んでいた映画-
--死亡の筆記の2を見ました。漫画を見たことがあったため、第一部の映画と、だから良い期待は結末を見ます。神様はこのように親切にして私、先生はちょうど私達を連れて
この映画を見ました。心の中のは興奮して言うまでもありません。中華のレストランの中の昼飯を食べ終わって、私達はガラス館に大急ぎで駆けつけた一刻も休まないのがあっ
て、ここで、私は一生の第1件のガラスの製品をしました。コップがただ設計して紗の図案をつぶすだけですがで、すでに私を4足に忙しくするのが上に向かわせました。身の
回りの楊彦の斐が明らかに私とに比べて周遊して素質があって、3の下で5は2出て1件のとてもきれいな作品をして、私はと周遊して百キログラムの重いカタツムリになって、
ようやくやっと終点に到着します。私の作品を見てみるようにしましょう。それはしかし容易なことではありません！
寮に帰って、心の中が口に出せないのはどんな味で、感
じるのは突然とても静かで、１つの幸せな夢の中から突然驚いて目を覚ますように、現実的な中に帰りました。来週学期末試験を要しました。頑張って学びます！でも、本当で
良い期待の次のホムスデイ！
あります、本当で良い感謝の白井先生の1家の人、私達のためにそんなに多い事をして、私を感動してやまなくならせる！続けて中国のお母さんに
遠くにいて、彼らに対して感謝の思いをも満たしました。私達にはっきりと日本の客好きな気持ちを感じさせました！
（訳文）

顔 瀟逸さんの日記



丢丢豆の日記7

2006.12.06

コンピュータを開けて父と母とチャットするつもりが、いくら待っても画面に出て来ません。だんだん心配になってきて、言い表せないくらい苦しく感じます。
私と同じよう
な人はいるのかな。家が恋しい。。。
お父さんお母さん、今何をしていますか？また急病人が来て、病院で残業してるんですか？きっとまだ食事をしていないでしょうね。済
南は今きっととても寒くてとても暗いでしょうね。家に帰る時は注意してくださいね。
これまで寂しさを知らなかった私が異郷に来て、やっと家の温もりや、父や母がどれだ
け自分を大切に想っているかが分かりました。
両親とは何でしょう？
彼らは最も理解できず、最も私を理解してくれる人。
彼らは私を最も愛してくれて、最も表現が下手な
人。
彼らは永遠に私を見放すことはなく、最も私におろそかにされやすい人。
彼らは私のために最も多くの事をしてくれて、最も報いが少ない人。
彼らは。。。私が最も大切
にすべき人。
日本に来ている皆さん、自分で自分の面倒をしっかりみてください、ちゃんと家族と連絡をとりましょう。遠くにいる中国の両親を不安にさせないでね！

顔 瀟逸さんの日記



丢丢豆日記八

2006.12.14

香川の雨、雨の香川。空気を湿らせる細い雨と柔らかな香りが、空と大地の間をひらりと揺れている。
初めて香川に着いたとき、ここは雨も雪も少ないところだから、あまり
住みよくないと人に聞いた。でもとても不思議なことに、私が来た翌日、ぱらぱらと小雨が舞った。私と一緒にやってきた異郷人は、冗談を言った。香川の印象の中に、知らず
知らずのうちに、冗談が加わった。親切だけでなく、微かな雨の匂いだ。
感傷的できめ細かい人ではないけれど、ちょっと油断しているとこの香川の淡い細雨に心の琴線を動
かてしまう。それはいつも突然にやってくる。ある晴れ渡った朝に少しも前兆がなくやってくる；それは知らぬ間に去っていく。たまたま空を見上げると、とっくに雨は上がっ
て日が差していることに気づく；それはいるも静かだ。窓まで歩いていってからやっとそれの訪れに気づく；なのに強く執着だ。続けざまに数日間、そっと緑の山を濡らした。
木々、民家、細い道。この雨がやって来るとき、あなたには見えないかも知れない。聞こえないかも知れない。けれども心で感じることができる。深い神秘的な香りを漂わせ、
心の中に上手く言い表せない憂いと悲しみが染み渡る。その一瞬がすべて無駄なもののように思われる。それと向き合うことしかできず、その魔法がかかるのをじっと見つめる
ことしかできない。
傍にある窓ガラスを通して、雨の中キャンパスを見ることができる。もう冬だ。枝の上にあるのは去ることを拒んでいる紅葉だ。雨に打たれて濡れてしま
って、頭を垂れて、今にも落ちてしまいそうだ。誰もいないキャンパス。そこに高くそびえ立っている時計台だけが時間の移り変わりを教えてくれる。小さな水溜りの上に覆い
被さった落ち葉が、魚たちの小さな傘になっている。むこうに見える校舎も、雨によって濃淡豊かな水墨画のようになっている。少しばかり懐かしさが広がってくる。
お母さ
んは言うには、私達は発った後、済南には雨が降らなかった。今年の冬、泉の都とりわけ乾燥しているそうだ。もしかすると、その雨の神様も、私について香川に来たのかもし
れない。そっと私のために故郷の雰囲気をかもし出してくれているのかもしれない。
ここは、ますます自分の家のような気がしてきている。毎日とても規則正しい生活をして
いる。クラスメイトと冗談を言ったり、先生と日本語について話し合ったり、いつカレーが食べれるか指折り数えたり、どの日がうどんを食べるのか、週末どこに出かけて買い
物でもしようか考えたりする。寮の部屋にはいっぱい“家具”が詰まっている。暖かいコタツ、やわらかいたたたみ、制服をかけるハンガー。。。元々はがらんとした部屋だった
けれど、毎日の時間の中で、少しずつ私に押し込まれてここまで来た。毎日寮に帰って、ドアを開けるその一瞬、本当に家に帰ったような感覚になる。思わず、ただいま~とい
う言葉が出てしまう。
今、外は変わらず雨が降っていて、心の中は珍しく落ち着いている。もう少し寒くなったら雪が降るだろうか。雪の中の香川が見てみたいな！
追伸：今
日は部屋の大掃除をした！楊彦斐と1時間ほど掃除した。やっと汚い窓ガラス拭いた。外を眺めると、明るくなった気がする。ほんとに達成感があった！
（訳文）

顔 瀟逸さんの日記



丢丢豆の日記九

2006.12.23

こんにちは！みなさん！冬休みの第一日、何をしましたか？絶対楽しかったでしょう？また、何か面白いことがあれば、きっと教えてください！じゃ、今、あたし今日の経験を
あなたに教えますよ、よくきいてください。
まず、皆さんに一つ質問がある：陶器は何ですか？
陶器、中国人としての私たちも、もちろん知っています。中国は陶器の故郷と
思います。でも、陶器はどんな風に作られるか？皆さん、知っていますか？昔、私は陶器は粘土で型を作り，火で硬くなる物であると思っていました。今日、石井先生のお陰
で、もっと詳しく知りました。
今朝九時ごろ、きれいな白百合寮から出発しました、目標は蘭ズ陶芸教室でした。でも、見物じゃない、陶器を作るために行きました。初めて
するから、ちょっと心配しました。もし、なかなかできなければ、どうしようか心配しました。でも、教室の先生に会い次第にこの心配がなくなりました。先生は、ものすごく
優しい人です！陶器の歴史から、ゆっくり教えてくれました。私たちも、先生の指導のとおりに自分で初めて作りました。最初のところでは、ときどきまちがいしましたが、一
生懸命作っているうちに、だんだん上手になりました。その時間は、自分で偉大な仕事をした時の感じと似ていると思います。
一時間半の作業の後で、手の上は粘土だらけに
なりましたが、コーヒーカップと皿が全部作り終わりました。自分で作った陶器を見ながら、笑わないではいられないほど楽しかった。
先生は、一ヶ月の後で、カップと皿の
上に絵を書くことができます、この時、もう一度来て下さいと言いました。わたしは、すごく楽しみにしてます。
ｐｓ：今日の昼ごはんは、石井先生と一緒に中華料理を食べ
ました．ものすごく美味しいです！！！！へへ～今日は幸せの一日ですね！！！！！
これは日本語で投稿されたものです

顔 瀟逸さんの日記



ホームスティお楽しみ編

2007.01.01

ああ～「ホームステイお楽しみ編」にようこそ！私は豆です。12月29日のホームステイ体験を紹介します！しっかり読んでね！
朝9時半、石井先生とその幼い孫の勇気くんと
一緒に出発した。釣り舟茶家でお昼ご飯すました。やっぱり魚料理の専門店ですね！素材そのものの味がしました。詳しいことは省きます。詳しいことはTotti周のホームステイ
美食編を見に行ってね！私は楽しかったことについて書きます！
宇多津のGold towerは見たところ緑と金色の高いタワーでしかない。しかし驚いたことに、その下には大きな
エンターテイメントセンターがあったのです。私の驚きは、大きな音楽の音と人々の笑い声の中ですぐに消えてしまった。たちまち楽しさが満ちてきて、狂喜する人の群れに入
っていった。。。。。。
“速く曲がって！速く！！！”
“うるさい！分かってるってば！！！！”
#@$%@^%$^#%^@#~~
“ああ！だめ！！！早く曲がれって言ったのに、
話を聞かないから！”
“……” (カーレース中)
“そんな硬い動きじゃだめだよ~~”
“そっちこそ！それがダンスなの！まったくもってラジオ体操だよ!”
“へへへ~~~~ロボットの
くせに” （ダンスマットの上で）
“左左、右右、上に注意して！！！爆弾！”
“。。。。。。”
“なんてこと！！！なんで死んじゃったの？” （撃ち合いで）
一瞬の叫びの後に、
満面の興奮した赤い顔で、大きな期待を抱きつつ、次の目的地に大急ぎで駆けつけた：ボーリングセンター。ここもまた本当にたくさんの人です！でもまあいい。ボーリング以
外にも、卓球があった。だから45分の待ち時間は笑い声に満ちていた。周くんは彼の得意な卓球に出会ったからすごく興奮していた。、勇気くんは特に卓球が上手だった。だ
から石井先生が叫びにきても、名残惜しく感じた！
でもボーリングはもっと楽しかった。ボーリングシューズを履いた瞬間、なんとなく自信がついたような気がした（ボーリ
ングシューズを選ぶ時、あまりの感動に、手が震えて、思わず一つ小さいサイズを選んでしまった）。近くの人々をちょっと見てみると、レベルがとても高くて、連続でストラ
イクを出している中、私達と同じように初めて来た人もいたようだ。いつも溝の中に入ってしまう。幸いにみんなはそれぞれのことに集中していたので、他の人をきにすること
もなかったので、どんなに下手でも人に笑われることもなかった。4人は代わる代わる投げて、それぞれの腕前を披露した。まぐれで２回のストライクが出たけれど、しかし基
本的には溝の中に転がって行き、かわいい小さな瓶を通り過ぎていった。どうして他の人の簡単にボールをまっすぐ転がすことができて、私はできないの！！！Totti周のレベル
は私達に比べてやや優れていて、意外にも4回のストライクを出した！私と斐ちゃんは側でただ運試しをするだけでした。勇気くんは石井先生の指導のもとで、同じように楽し
く遊んだ。時々とても上手く投げることもあった。本当のことを言えば、おチビちゃんのレベルはなかなかだった。ただ力が足りないために、一番小さなボールでも彼には重そ
うだった。だからあまり良いコントロールができなかった。でも、レベルに関わらず、みんなやはりとても楽しく遊んだ。知らないうちに3ラウンドもやっていた。もちろん言
うほどの結果ではなかったけれど、それでも少しずつ上手くなった！
時計を見て、どうしても帰らなければいけない時間になって、気持ちと物を片付けて、エンターテイメン
トセンターを出た。とても暗く静かで寒い夜だった。しかし、心の中は少しも怖さを感じなかった。石井先生の配慮のおかげで、本当に自分の家のような気がした。暖かい幸
福。この冬休みはきっと楽しく過ごせると思う！
（訳文）

顔 瀟逸さんの日記



大水上神社

2007.01.07

皆さん、日本へ来た、神社へ行ったことがある？私は今度ホームステイの家の人と、初めて神社へ行った。
１２月３１日、２００６年最後の一日である。予定のとおりに、夜
の八時半から、先生の家を出発した。目標は大水上神社である。
あの夜の風はとても強くて、すごく寒かった。でも、空気もきれいし、天気も素晴らしいし、星と月もはっき
り見えるし、めっちゃきれいな夜である。先生の車で行く途中、家族のことを思って、ちょっと悲しかった。でも、神社に着いた、この悲しい感じにかわって、好奇心がつよく
なった。
すでに大勢な人がいた。神社の皆さんが御餅を作るやら、火を起こすやら、お客さんを招待するやら、とても忙しいそうだと思った。でも、疲れた様子がぜんぜん見
えなかった、いつも笑って、すごくうれしいと思った。ほんとうに優しい！
私たち三人は石井先生と一緒に、神社で見物したり、御餅をついたり、丸めたり、火を見たり、宮
司さんと話したり、ものすごく楽しかった。そして、宮司さんが中国へ行ったことがある、中国が好きだと言った、私は心が温かくなった。でも、びっくりこともあるよ。神社
で、あるおじさんに会った。彼は中国語で「我是日本人，我会一点汉语」と言った、その上に、大きな音で「イェ！」と言った。近くの人は、びっくりした後で、彼と一緒に笑
ってきた。私たち三人も笑わないではいられない。
私は、日本で、香川で、大水神社で２００７年を迎えた。あ、すぐ十八歳になる、困ったね～
（原文）
これは日本語で投稿されたものです

顔 瀟逸さんの日記



豆まき

2007.02.11

この間、学校の先生たちは、入学試験を準備するから、とても忙しいと思う。私たちは、活動がほとんどない。だから、生活はちょっとつまらないと思う。でも、今日石井先生
のお陰で、豆まきという活動を参加しました、すごく面白かったと思う。
はじめは、勇気君参加するのサッカ試合を見に行った。小学校生の試合だけど、ほんとにすごいと思
う。そばに観戦するの親たちも、大きい声で応援している。
後で、香川県の美術館へ見物した。人形の作り方や、いろいろな凧や、すごくきれいな絵などのいろいろな展示物
を見た。そして、館長さんに、詳しい説明をもらった、たくさん　内容は昔知らない。
四時ごろ、浪打八幡神社に着いた。神社の宮司さんは、私たちに日本の神様と仏教の仏
陀様の違うところと豆まき式の礼儀を教えてくれた。私たちは、神社昔の祭りの写真を見た。そして、宮司様は、私たちを連れて、神社を見物した。
最後、六時のとき、たく
さん人が来た。みんな一緒に豆まきを参加する。あまり大きくない部屋に、宮司さんの声がよく聞こえる、意味がぜんぜんわからないけど、ぜひみんなのために、神様に祈って
いると思う。その後で、豆まきが始めた。二人は、鬼に扮して、子どもたちは、まめで彼たちを打つ。鬼は外、福は内という意味である。周君はずっと前のところに立っている
から、豆で打たれた。本当に面白いと思う。
今日から、春がはじめるよ、頑張ろう！
これは日本語で投稿されたものです

顔 瀟逸さんの日記



春休み　大好き！～

2007.03.26

　久しぶり！
　今度の春休みは　何か不思議な感じがあるよ。
　まず、二十日に京都へ行ったことだ。古典の白井先生が私たちに連れて行って、娘さんの家に住んでくれた。
すごく楽しかったの三日間を過ごした。二十日には、京都最高な商店道――四条元町へ行った。本当ににぎやかな～若者ばかり。二十一日、いそがしかった！金閣寺、南禅寺、
清水寺とか、あちこちへ行った。足も、腰も痛くて、とても疲れたけど、ものすごくうれしかった。昔、写真やテレビから見えるの建物は、今自分の目で見えた、本当に感動だ
と思った。
　二十二日、大阪ユニバーサル・スタジオへ行った。さあ～すごいな！夢の世界みたい！どこから見れば不思議と思うよ！建物も素敵し、品物もすばらしし、もち
ろん食べ物もおいしし、本当にずっとあそこに住みたいなぁ～！一番すきなのはジェットコースター！約三時間ぐらい待ったけど、あんな刺激の感じは始めるよ！
　次は、二
十四日。私たち、石井先生の家にホームステイのことができた!新しい生活が始まった。気持ちいいなぁ～先生は、私たちのために、いろいろな準備をした、本当にありがとう
ございました。今の部屋と生活が大好き！！
　今度の春休み、ものすごく楽しかった！皆はどう?
(原文)
これは日本語で投稿されたものです

顔 瀟逸さんの日記



春休みの続き

2007.04.02

　　びっくりした！春休みの活動はまだおわらない！
　　二十七日に、昼から、近くの防災センターへ行った。いろいろな災害を体験しました。地震とか、台風とか、火事と
か、全部怖いと思った。一番怖いのは、震度七の地震。立っていられないなぁ～眩暈の感じもあるし、すごく怖かった！震度七の地震が、こんな怖いとは。ほんとに信じられな
い。情報センターにも行った。さあ～みんな知ってますか？情報センターの中は、コンピューターがあまり多くないし、電話も想像より少ない。でも、１１９情報センターの皆
さんは、三豊市と観音寺市すべての救急車と消防車を指揮する。すごいでしょう?そして、センターにいろいろな救急車と消防車がある。説明する人がわれわれにそれぞれの車
の特性教えてくれた。楽しかった！
　　二十八日には、大好きなバーベキューパーティを行なった。朝八時半から、お握りを作り始めた。私と楊が全然できないから、スピー
ドがとても遅かった。でも、道具があるから、形がすごくきれいだった。みんなは私と楊さんが作ったおにぎりがおいしいと言った。うれしかった！前の日に、I先生が牛肉を
一杯買った、五キロぐらい。そして、すり下ろしりんごと調味料を入れたから、焼肉がものすごく美味しかった！！！一緒にバーベキューする人たちは、I先生の知り合いであ
る。先生はわざわざ私たちと同じ年齢の高校生四人を誘った。興味と考え方が同じだから、天気もいいし、蘭ズガーデンの景色もきれいだし、みんなと焼肉を食べながら、話し
た。とても気持ちがいいなぁ!～
　　二十九日には、三野保育所へ行った。子どもたちがほんとに可愛かった。みんなと一緒に遊んだり、歌を歌ったり、ご飯を食べた、とても
楽しかった！
　　三日間ずっとあちこちへ行った、ちょっと遊びすぎたなぁ～疲れたけど、すごく楽しかった！面白かった！
これは日本語で投稿されたものです

顔 瀟逸さんの日記



楽しい、忙しい、幸せなホームスティ生活！～

2007.05.21

どう言ったら良いですか？今の生活は。ほんとに、家にいるときのようなぁ～朝ごはんもちゃんと食べるし、お風呂の時間も自由になるし、晩御飯も家族のみんなと一緒に食べ
るし、調子や気分が悪いとき、寂しいとき話してくれる人もおります。規則正しい生活のお陰で、この間元気になりました。
さあ～今日のテーマは、ウォークラリー。
５月１
２日の夜、ずっとすごく強い風が吹いちゃった。だから、１３日朝のとき、天気があまりよくない、ちょっと寒い感じがある。瀬戸内総合学園・三豊市教育委員会生涯学習課主
催の｢ふれあいウォークラリー大会｣は、そんな状況から始まった。勇気、周，楊、私四人で組み合わせるチームは青い第一組として、今度のラリーに参加しました。いちばん早
く出発した私たち四人組は、地図についての見解が違うから、あとの二組に追越された。みんなは少し焦りましたけど、すぐに落ち着いて考えて始まった。正しい道を確定後
は、ほかのチームより速いスピードで行き続けました。クイズに逢ったとき、われわれは、クイズの問題を覚えて、歩きながら考える方法をしたから、時間がずいぶん節約でき
ました。勇気はいつも早い、道を迷ったとき，彼はずっと走ってみてくれる。チームの中で一番元気なメンバーです。周は動作が機敏だから、ゲーム達人になった。途中のゲー
ムはほとんど周に頼みました。楊と私は頭を使うメンバーです。クイズとか、道の判断とかのことは、私たち二人で考える。最後の問題は、ある神社近くの景色について、ゴー
ルに着いた後で、教えるの問題です。問題の内容はまったく知らないから、方法は近くの景色をちゃんと覚えるしかない。これは一人で絶対無理なことです。だから、チームみ
んなの知恵を合わせなければならない。
一時間半ぐらいかかりました。私たちはやっとゴールに着いた、そして最後の問題の答えもわかりました。ほんとに良かった！疲れた
けど、ほっとする気持ちもあった。アイスジュースを飲みながら、すごく青い空を見ちゃって、気持ちいい!～
さぁ～最後の結果は同ですか？
優勝だ！！～青いチーム中の一
番！！どう、すごいでしょう！～優勝カップ、賞状、記念プレゼントが全部あるよ！ほんとうにたのしかった！！
ｐｓ最後の最後、二つ問題がある。これは、ラリー途中に出
たクイズです。みんなも考えて見てね！
１．寒ければ寒いほど、あつくなるのは何?　２．貝を分ければ、何になる？答えは、次の日記に出るから、みんな待っててね！
これは日本語で投稿されたものです

顔 瀟逸さんの日記



結末ではなく、幕間に過ぎないのです

2007.07.23

明日間もなくこの11ヶ月生活してきた場所を離れて、泣いたことも笑ったこともあって、すべてすでにかつて慌ただしく過ぎたことで、残ったのはまだらになった追憶だけで
す。
大きい幕まだ開かれていないようで、すでに慌ただしく引かれました。そうしたよく知らない、恥ずかしそうなものがやっと溶けて、まだじっくりと味わうこともできな
いまま、すでに別れる涙に直面しました。
心の中が恐れに滑ったことがあるのは驚いて不思議がって、時間は矢のようです、これはすでにれっきとした事実ですが、日本で過
ごしたこの１年、本当に私がこの話について更に深い体得したことがあります。
ちょうど家の人と机の前に座って、これを考えたのが最後の夕食になりました。心の中はどん
な感じも口に出せないで、逃したので、やはり見落として、元来更に多くの喜んだ笑い声、隻成の追憶。突然記起の前で一回、観音寺の花火大会、4人は海岸で座って、静かな
夜、とても泣く水、明るい星、1波の1波の湧いてくる悲しさがあります。
前兆を示していない、遠方の空は燃えることを始めて、光り輝き短くて、きらめくすべての人の目つ
き。気持ちは突然広くなって、もとは美しいことのただ一瞬の間だけを創造して、しかしただ一瞬の間の米だけ、十分に記憶の多くの年。
明日石井のおばあさんと勇気は私達
に岡山まで新幹線に乗って送ることができますが、自分で言うことに対してきっと泣かずにいたいと思います。これはただ幕間に過ぎず、結末ではありません。また会いましょ
う、私達はきっとまた会いましょう！

顔 瀟逸さんの日記



家に戻った！！！~

2007.08.01

私はすでに家に戻りました！~毎日忙しくて、荷物を整理する時間を、日記を見る時間も無かった。いろんなところへ行って、親戚や友達と挨拶した。明日はもう新学期が始ま
る、本当に休みが短くて、残念。この日記はただ皆が心配しないように、私が無事にうちに着いたことを報告するためです。
先生達はお元気ですか、東京で先生達と別れたと
き、皆悲しんだ表情を見て、本当に辛かった。でも今考えてみて、日本と中国はこんなに近いから、私達きっといつか会えると思っています。たとえ遠くても、私達は心と心が
連なるので、いつかきっと会える！！！
今日はもう時間が遅すぎるので、話はこれで終わります。皆に会いたい。健康を祈って、仕事も順調でありますように！

顔 瀟逸さんの日記



新年～おめでとう！！！

2007.12.31

早いね～２００７年が今日まで終わった。。。あたしの青春！！！！（悲しい～）
明日から、新たな一年よね！みんな、元気出して、頑張れ!
交流センターの先生たち、香川西
高のみんな、おめでとうございます！！
最近、本当に忙しかった。。みんなとの連絡が少なくなった～ごめん。。でも、一年の留学生活がいつまでも、忘れないよ～みんなと
一緒に過ごした時間は、あたしにとってとてもとても大切な思い出よ！
これは日本語で投稿されたものです

顔 瀟逸さんの日記



初おもてなし~~

2008.03.11

交流センターの先生がついに済南に来てくださいました。ハハ、今度は私たちがホスト側です。日本では先生方にずっとお世話になったので、今回少しはそのお返しが出来るか
な。
橋本先生と小島先生は山東料理をとても気に入ってくださったようです。よかった、よかった。。。
今度いらっしゃるときは、済南で全国スポーツ競技会が開催されるの
で、街がもっと整備されているはずです。へへ。

顔 瀟逸さんの日記



緊急な連絡

2008.09.15

聞くところによると交流センターの先生達は私の家へ電話をかけましたか？私はすでに武漢に着いて、携帯電話号はxxxxxxxxxxです。
来る前に、石井先生にメッセージを残し
た。
でもその時まだこの携帯電話番号がなくて、しばらくはネットにアクセスできないので、ここはまた日本語も打てないため、先生達に伝えていただきたいです。
ありがと
うございます。

顔 瀟逸さんの日記



交流会

2010.03.30

交流会から随分たってしまったけれど、ずっと忙しくて、なかなか日記を書きに来られなかったの。
交流会は短い期間でしたが、本当に楽しかったです。
日本の先生方やみん
なとも久しぶりに会えたし、石井先生からはプレゼントもいただいちゃいました！！私はマメではないので、みんなともあまり連絡を取っていなかったのに、みんなと再開して
も、全然久しぶりって感じがしなかったよ。みんなの頑張っている様子を見ていたら、私ももっとがんばらなきゃって、思えたよ！
交流会で、先生が私たちの意見を聞いてく
ださったけれど、私の一番の希望は、もっと交流の機会を増やしてくださいってこと。でも、こんな会を1回開くだけでも、たいへんだってわかっています。だったら、私たち
が卒業したら、自分達で主催してみようかな。自分達がホストになって、先生方をご招待するの。へへ、でもまだまだ先のことだね。
ps.石井先生からいただいたお菓子、すご
くおいしかったです！やっぱり日本のお菓子はおいしいな！石井先生、またいつかお会いしましょうね！

顔 瀟逸さんの日記
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